
釧路公立大学における内部質保証の推進等に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、釧路公立大学（以下「本学」という。）における内部質保

証の推進等に関し必要な事項を定めるものとする。 

２ この規程において「内部質保証の推進等」とは、第４条第３項各号に掲げる

事項をいう。 

 （定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定める

ところによる。 

（1）自己点検・評価 本学の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備

の状況（以下「教育研究等」という。）について、自ら実施する点検及び評価

をいう。 

（2）内部質保証 自己点検・評価をつうじて、教育研究等の改善を継続的に行

うことをいう。 

（3）認証評価 教育研究等の総合的な状況について、文部科学大臣の認証を

受けた機関により実施される評価をいう。 

 （内部質保証の方針） 

第３条 本学の教育研究水準の向上を図り、かつ、本学の目的及び社会的使命を

達成するため、本学は定期的に自己点検・評価を行い、その結果を改善につな

げる内部質保証の取組を推進するものとする。 

２ 本学は、内部質保証の取組を円滑に進めるため、学内の各組織相互の連携を

図り、教職員の協働体制を確保するものとする。 

（内部質保証推進会議） 

第４条 本学の内部質保証の推進等に責任を負う組織として、内部質保証推進

会議（以下「推進会議」という。）を置く。 

２ 推進会議の構成員は、次の各号に定める者とする。 

（1）学長、経済学部長、附属図書館長、地域経済研究センター長、事務局長、

総務課長及び学生課長 

（2）学長が指名する教職員  

３ 推進会議は、次に掲げる事項について審議する。 

（1）内部質保証の推進に関すること。 

（2）自己点検・評価に関すること。 

（3）認証評価に関すること。 

（4）内部質保証システムの適切性の検証に関すること。 

４ 学長は、本学における内部質保証の推進等の責任者として、推進会議の議を

経て、内部質保証の推進等について決定する。 

５ 推進会議は、学長を含む構成員の過半数の出席がなければ、開催することが



できない。 

６ 推進会議は、必要に応じて、推進会議の構成員以外の者から意見を聴くこと

ができる。 

（内部質保証推進担当学長補佐） 

第５条 学長は、推進会議の構成員の中から内部質保証推進担当学長補佐（以下

「担当学長補佐」という。）を指名することができる。 

２ 担当学長補佐は、学長の命を受けて、内部質保証の推進等に関する業務の全

部又は一部をつかさどる。 

 （評価報告書等） 

第６条 学内の各組織（以下「各組織」という。）は、推進会議の求めに応じ、

自己点検・評価及び認証評価受審に関し必要な資料の提出その他の協力を行

うものとする。 

２ 推進会議は、各組織から提出された資料等を活用し、評価報告書等の取りま

とめを行うものとする。 

３ 学長は、適切な方法により、評価報告書等を公表するものとする。 

（学外者からの意見聴取） 

第７条 学長は、自己点検・評価の客観性及び妥当性を高めるため、別に定める

ところにしたがって、自己点検・評価について、学外の有識者等から意見を聴

くことができる。 

（改善に向けた組織的な取組） 

第８条 推進会議は、自己点検・評価の結果を踏まえた教育研究等の改善に向け

た取組について、必要に応じて各組織に対する指示及び支援を行うものとす

る。 

２ 推進会議は、各組織から改善結果の報告を受け、必要に応じて追加の措置を

講ずるものとする。 

（事務組織） 

第９条 内部質保証の推進等に関する事務は、事務局総務課が総括する。 

（その他） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、内部質保証の推進等に関し必要な事

項は、推進会議の議を経て学長が決定する。 

 

  附 則 

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 釧路公立大学自己点検評価委員会規程（平成８年７月 11日学内告示第２号）

は、廃止する。 


